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 探索・構造解析 新規植物成分の解明から

生体抗酸化性機能物質の同定へ

 機能 抗酸化性から細胞内情報伝達系の制御へ

抗酸化酵素の誘導

炎症反応の制御

細胞増殖の制御

遺伝子転写の制御
（Stevensen & Hurst, Cell. Mol. Life Sci. 2007)

 利用 天然食品添加物から機能性食品や代替医薬品へ

ポリフェノール

多数の水素結合が可能な官能基および適度な疎水性を有する天
然成分 マルチファンクション

（高い反応性）

ポリフェノール研究の流れ
ポリフェノールー植物のみが生産する多価フェノール



ポリフェノール関連論文の発表数推移
Quideau et al. Angew.Chem. Int. Ed. 2011, 50, 586
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抗酸化ポリフェノールの探索－１

ショウガ科植物のクルクミノイド



探索対象 ショウガ科植物根茎

ショウガ科植物： 熱帯アジアに1400種自生，多様な成分
を含む根茎が特徴，アーユルベーダ，漢方，そして民族
薬の素材とともに食用



新規クルクミノイド
の発見



１．沖縄自生植物 熱帯植物+温帯植物+マレー系植物
日焼けに強い植物

（光合成は活性酸素を発生する）

２．沖縄のぬちぐすい 民間食薬草

３．四国山地の資源 山菜

４．四国健康茶 高知を中心にした特有な民間茶文化

抗酸化ポリフェノールの探索－２
地域の植物資源から
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海浜自生植物の採集（過剰光，制限水環境）





ミズガンピ（Pemphis acidula)

全景 （西表島ヒナイ川河口付近） 葉部



ミズガンピの抗酸化成分



沖縄の食薬用植物



シーカーサー抽出物中の抗酸化成分の簡便選択検出

シーカーサー抽出物（2.0ｇ）

HPLC
Daisopak ODS-AP 20x200 mm
MeOH-H2O-AcOH=60:40:1

AC2O/Py

SiO2 TLC

化合物２　(diacetate) 5.6 mg
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化合物２

+ＤＰＰＨ (2,2-diphenyl-1-picrylhydrazyl



 抗酸化活性 化学反応による活性発現

酸化（自動酸化機構） 抗酸化機構

SH S・ S‐OO・ + AH S‐OOH + A・
S・ + O2 S‐OO・ A・ Aox
S‐OO・ + SH S‐OOH + S・

ポリフェノールの抗酸化反応



クルクミンのラジカル反応
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クルクミンの脂質抗酸化反応

AIBN

リノール酸エチル

クルクミン



反応機構のまとめ



ポリフェノールの抗酸化反応ー反応物 酸化物や成分間
反応物が生成・蓄積する。

生成物に元のポリフェノールにはない機能があるか。

ポリフェノールは酸化されやすい。酸化物の性質も重要？

（または，長時間のアッセイでは，酸化物の機能を見てい
ないか？）

ポリフェノール酸化物の構造と機能



酸化ポリフェノールの調製

ポリフェノール （30種）

O2 / cat. FeCl3

EtOH,   1‐20 days

酸化されたポリフェノール（22種）

酸化反応

機能性検証
細胞毒性

チロシナーゼ

リポキシゲナーゼ

α‐グルコシダーゼ

キサンチンオキシダーゼ

セサモール

ロスマリン酸

レスベラトロール

XXX

YYY
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細胞毒性セサモールオリゴマー



Rosmarinic Acid

チロシナーゼ阻害活性 ロスマリン酸酸化物
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レスベラトロール酸化物の分析と構造



抗酸化反応機構
(Antioxidation Reaction Mechanism)

ROO・ AH A・ROOH

A・ A‐X

Y‐ 付加生成物
(Addition
Products)

酸化生成物
(Oxidation
Products)

X・

P

++

第一段階 (1st Stage)

第二段階 (2nd Stage)

OH
HOO

O
OH

from Ferulate from Carnosol

from Curcumin

酸化反応安定生成物 (P)
(Stable Products of Oxidation Reactions)

from Sesamol

ポリフェノールの酸化と成分間反応解析



食品，生体系における X・ Y‐

‐SH
（チオール基）
（スルフヒドリル基）

求核性が高い（Y‐ ）

ラジカル（ X・）になりやすい
（IP 999.6 kJ/mol BDE ~350 ~  kJ/mol）

存在：アミノ酸，システイン； ペプチド，グルタチオン他；含システインタンパク質
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化学構造，反応機構，機能の解明
(Elucidation of Chemical Structures, Production Mechanisms, and Functions)


